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生徒が数学に取 り組む時間を増やす工夫
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昨今,世間では数学の学力が低下 していると言われています｡それに関係 するよ うないろ

いろな古物 も出版 されています｡現実に,来年度 か ら中学校では 2,3年生で週に 1時間ず

つ削減されます｡現状で も以前 と比べて ,授業での反応やテス トの点数な どに学力低下が現

れているような気 が します｡ もう少 し別の言い方 をすれば ,個人個人の数字の力の格差が広

がっているように感 じられます｡つ ま り俗 に言 う, ｢数学 がで きる者はで きるが,で きない

者はで きない｡｣ とい うことになるで しょうか｡数学 を勉強 しな くてもよい世の中にな りつ

つあるので しょうか｡私はそ うではない と訴えたいのです｡

では ,いったいこの現状 をどうすればよいので しょうか｡中学校 で週 3時間の授業 という

ことは現実 にはす くに変わ りそ うにはないので ,私は ,生徒が数字のことを好 きになること

が数学の力がつ くようにな る特効薬 とは言えないが,湧方薬のよ うに効 いて くるのではない

かと考 えています｡ また,本来な ら別のことをす る時間を数学に当て るように仕向けた ら,

自然 と数学に親 しみなが ら学んでい くようになるのではないで しょうか｡その取 り組みの様

子をこ紹介 してみ ようと思 います｡

1.は じめに

少 し古い話ではあ りますが, 『中学生数学

嫌い過半数』 (毎日新聞 1999年12月8日

水曜 日)という新聞記事があ りま した｡これ

には次のように宙いてあ ります｡

数学,理科を ｢嫌い｣と敬遠 し,勉強を

｢退屈｣ ｢生活の中で大切とは思わない｣と

感 じる中学生が 4年前に比べて増えているこ

とが,文部省が 7日に発表 した国際数学 ･理

科教育調査 (T IMSS)の速報値で明らか

になった｡ ･･･ (中略) ･･･

今回は 1995年の第 3回調査の追跡調査 と

して中学 2年生のみを対象に今年 2月に行っ

た｡全国の国公私立中学 140校から496

6人を選び, 95年の結果 (153校の中学

2年生 5515人を対象)と比較 した｡

それによると,数学が ｢大好き｣ ｢好き｣

と答えたのが合わせて 47%で 95年より6

ポイン ト減少｡逆に ｢嫌い｣ ｢大嫌い｣は計

5ポイン ト増えて 52パーセン トになった｡

･･･ (中略) ･･･

また ｢数学の勉強は楽 しい｣と答えたのは

8ポイン ト減って 38%｡ ｢退屈だ｣は 7ポ

イン ト増の 42%になった｡ ｢勉強すること

は生活の中で大切と思う｣は数学.理科とも

9ポイン ト減 リ,数学で 62%,理科で 39

%にとどまった｡

今回は同時に各国共通の数学 155間,哩

科 143間で学力試境を実施｡正答率は数学

で 77.6%,理事斗で 70, 2%となった｡

95年に比べて数学は0.5ポイン ト下が り

理科は0.2ポイン ト上がった｡

また,別の資料ではこう記されています｡

子供,親たちが感 じている数学をみてみま

しょう｡第 3回国際数学 ･理科教育調査 (T

IMSS)< 1995>の中に ｢数学に対す

る意識｣の項目があLJます｡ 5間中 2間は以

下のようなもので,数値は. ｢強くそう思

う｣と ｢そう思う｣に対する反応軍の合計で

す｡

A:数学の勉強は菓 しい

B二数学は生活で大切だ

A B

日本 46% 71%

韓国 41% 75%

米国 70% 93%
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1998-1999年に行われた追跡調査の

速報で日本の値はそれぞれ. 46%- 38%.

71%- 62%と大幅に低下しています｡

これらのことから読みとれることは,

『日本の生徒は,数学の勉強はいやで楽 しく

ないが,受験科目にあるからしかたなく勉強

する｡』 ということにな ります｡

これでは,生徒にとって数学は受験のため

だけに存在 し,終わればきれいさっぱ り頑か

らなくなってしまうことでしょう｡生徒にと

って,楽 しくなくて役にたたない数学は今の

とお り,いや今まで以上に嫌われることが受

け継がれるでしょう.これでは,親が数学嫌

いだから子も嫌いになるという,悪い循環が

絶ちきれないことになります｡そこで,でき

るだけ生徒が数学を好きになった り,おもし

ろがった りする方法はないかと考えてみまし

た｡

2.授業ではどう展開するか｡

いつもおもしろくてためになる授業を目指

してはいますが,本当におもしろいかどうか

は自分自身と生徒が決めることになると思い

ます｡ただし,その仕掛けがないところから

は大 したおもしろさは出てこないと思ってい

ます｡つまり,仕掛けを作ることが大切だと

思います｡それには私が本を読むこと,本を

探すこと,人と話をすること,常にネタにな

らないかと考えて歩いていることなどではな

いかと思います｡

いい問題に出会えば,次はそれをどのよう

に扱 うかが腕の見せ所です｡展開について私

は次のようにしています｡

① 個人で考える

② 班で考える (実験する)

③ 話 し合 う

④ 発表し合う

⑤ 議論する

⑥ 結論を出す

だいたいこのパターンで授業を進めます｡

1時間か2時間でその問題について考えるよ

うにします｡
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次に例を示 しながら,どのような授業にな

っているかご紹介することにしましよう｡

【その 1】 ゲームの勝敗を考える (特設)
対戦ゲーム (バスはナシよ!)

小石の山が3つあります｡それぞれ
には小石が10個,15個,20個積まれてL
す｡プレーヤーは順番に,小石の山弓
つ選びそれを2つの山に分けていきま
山を2つ分けることができなくなったノ
負けです｡どちらが闘ってしょうか.
また,どうしてでしょうか｡

① 問題を読みます｡
② 生徒が1人で答えとその答えになる理

由を考えます｡

③ 生徒たちが班で答えとその答えになる
理由を考えます｡ (予想 と説明 )

④ 実験をします｡
(1班ずつ碁石を借 りてやってみる)

(9 実験結果を出します｡
(多数回やってみる)

⑥ 実験結果に説明をつけます｡
⑦ 班ことに発表します｡
⑧ 互いに意見を交えます｡
⑨ うまく説明してみます｡

【その2】 おはじき遊びの勝敗 (特設)

A,B .Cの3人でおは じき遊びをしたら
下の図の ように なりました oこの遊びでは,
落とした おはじ きの散らば りの小さい方が勝
ちとなり ます.
A B● ●●●● ●● ●● ●
C ●●このような場合 ,

ちらは りの程度 を●●数で表す しかた を● いくとお りも考 え

① 1人で考える｡

② 班で考えるo

③ 最もよいと思われるものを発表する｡

④ 議論する｡

⑤ 矛盾が起こらないかどうか考える｡

⑥ 結論を出す｡
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生徒の感想一
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○クがいいと思 う｡おは じきを5個投げて

散らば りが小さいほどいいというものだけ

なのに,勝ち 負けを決めるのがむずか し

いことがわかった｡ちょっとしたことでも,

むずかしかった り,新 しい発見があった り

するものだと思った｡いろいろな意見が出

てよかった｡

○普通の授業と違ってとても楽 しかった｡

頭の柔 らかい人はいろんな発想ができて楽

しかったと思う｡また,こんな授業をして

欲 しい｡

○考えるのがいろいろ大変だった｡でも図

からたくさんの恵兄が出て納得 しましたo

L ∴

〇割 とみんなが意見を出 し合っていて,な

ごやかな雰囲気だった｡人と自分が考えて

いたのが一緒だった｡今回の授業はまあま

あわか りやすかった｡

○よく班で意見が出て話 し合えたと思 う｡

そして,いろいろな意見が出て欠点を言い

合 って,すごく楽 しかったと思う｡前回の

倍はおもしろかったです｡

○とてもよく協力 して取 り組めた｡おは じ

きの勉強は初めてだったが,意外にむずか

しい｡

○積極的に取 り組めてみんな授業に集中で

きた｡ここまでいろんな方法が出るとは思

わなかった｡

○むずか しかった｡わか りに くい｡

○むずか しかったO説明とかがちっとも浮

かばなかったOだから,自分で考えるとき

の時間が退屈だった｡考えも思いもつかな

かった｡

○意味が分からなかったので,いい案が出

なかった｡ボーつとして しまってダメだっ

た｡他の班の意見を聞 くと, ｢あ-つ,そ

うか｡｣と納得できるけど自分で考えるの

は,よくわからなかった｡

実は,その 2は昨年の 10月の参観日に授

業をしたものです｡他の組で授業の予行演習

をしたわけでもないので,出たとこ勝負で し

た｡問題のプリン トは参観日に来 られた保讃

者にも配 りました｡

次にむいているように,私は日ごろから,

レポー ト (出さな くてもよい)を提出させた

り,長期休業中は宿題を出 した りしています｡

その中で家族に手伝 ってもらったと聞いて,

これこそチャンスだと思いました｡保強者の

方が息子さんや娘さんの宿題を手伝 う中で,

数字に対する思いがよい方に変わって くるの

ではないかと思いました｡さらに,参観授業

で数学がおもしろいことがわかれば,数学に

対する見方が変わるのではないかと考えまし

た｡秋山にさんやピーター ･フランクルさん

のようにはいきませんが,少 しでも数学が好

きな人が増え.数学に親 しめる人が増えるよ

うに仕掛けていきたいと思っています｡
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3.レポー トを出させる

私は数学科通信を不定期に出しています｡

その中では,授業の中で考えた り感じた りし

たことやおもしろいアイディアを出したこと

などを伝えています｡また,宿題の提出期日

や範囲などを知 らせた りもしています｡その

中に,レポー ト問題を入れて自由に提出させ

ています｡

長期休暇前には特集をして,1日1題形式

に して冊子にして配 ります｡生徒たちは,

(A)数学に関係のある読宙感想文

(B)1日 1題 (クイズ,パズル)

(C)基礎計算などの復習

(D)自由研究レポー ト

のうちの 1つを選んで提出するようにしてい

ます｡ (B)では,たとえば次のような問題

です｡

I

lil,2召,2昌,B,忠 .人忘苦言妄慧荒冨1.,今 ;
;英語,数学,理科,体育の授業中です｡グラ i
;ントで体育をやっているのはB,4組の生徒 ;
!は理科の実験をしています｡英語の授業中の !
!Dは3組ではありません｡Aは 1組です｡さ !

巨 ,4人はそれそLれ何組で何の授業中でしょ i
I

iうか｡ I

生徒の感想

○この冬休みの課題 (B)で一番難 しかっ

たのは 1月 5日のチョコ レー トケーキを分

ける問題だった｡この問題を解 くまで 3-

4日ぐらいかかった｡

それから,説明をしたところでは,説明

するのが大変だった｡頭ではわかっていて

もことばで表すのは難しかった｡今年の数

学に対する抱負は,説明することが苦手な

ので,そのことに慣れていきたいです｡

○はあ-｡やっと完成 !って感 じ｡私,

｢頭,竪いな一つ｡｣つて思ったOこの

(B)問題は家族 全員でや りました｡お

父さんの頭の柔 らかさにびっくり!マッチ

樺の牛は大うけ !超おもしろかった｡でも

わからない問題がいっぱいで家族にヒン ト

をもらって,やっとできた｡ ｢私も負けら

れないぞ｣つて感 じです｡だからどんどん

出 して ください｡私は 1年の時,数学が嫌

いだった｡5教科の･Pで点数 1番悪かった

し｡でも,気がついたら好きになってた｡授

業がおもしろいからかなあ｡

私,授業中は覚えていても次の目には忘れ

るからなあOだから今年は帰って復習 して,

ノー トもとる｡

4.まとめ

平成 11年度から現学年を第 1学年から担

当して 2年がたちました｡私のしようとして

いることは,す く･に結論が出ることではない

と思います｡また,生徒の変容について科学

的な分析 を行っているものでもあ りません｡

しか しながら,生徒が家に帰って家族に宿

題を手伝ってもらうことがあった り,授業で

の発言の機会が増えた り,授業での生徒によ

る説明が上達 していった り,少 しずつではあ

りますが,効果が感 じられることがあ ります｡

また,定期テス トでは,中学校入試問題 を出

題 した り,パズルのような問題 を出題 した り,

工夫 しています｡そのときに, ｢先生,この

問題があるから点がとれる｡｣という感想を

述べる生徒がいます｡このような問題で得点

があるということは生徒にも私にも励みにな

るわけです｡

この取 り組みは私としては始まったばか り

ですが,私が授業に対 して考える分,生徒も

考える時間が増えているように思います｡部

活や他教科の学習や塾の時間などで,生徒の

限られた時間の中に数学も少 し割 り込めてい

るのではないかと感 じています.1人の力で

はまだまだです｡こんなことができたとか,

こんな顧題があるとか,ございましたらお教

えいただけたら幸いです｡
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